
金型管理でこのようなお困りごとありませんか?
・ 金型台帳への記入ミス
・ 段取り時の金型誤選択による不良発生
・ メンテナンス不備による不良発生

RFIDシステム活用事例（金型の管理）
形名:ER-1CM1NT-01、ER-1CM1NT-02、ER-1CM1NT-04

RFIDで”合致確認“と”稼動履歴の自動記録”

【解 決】
・ 手作業が不要で金型台帳への記入ミス減少
・ 金型のナンバー管理で合致確認が可能
・ 金型の履歴をデータ化
・ 利用履歴を基にメンテナンス時期を見える化

■金型台帳 画面 ■自動で金型台帳に記録

管理用PC 使用回数情報
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Webサイト

システム構成例

管理用PC

リーフレット

表示器

経験豊富なエンジニアが、お客様のものづくり強化にむけて
設備・システムの導入、保守サービス、将来の更新対応までロングライフサポートいたします。
システムインテグレーション業務は別途お見積もりとなります。詳しくはお近くの営業拠点までお気軽にご相談ください。

RFIDインタフェースユニット1台で
リーダライタを最大4台接続可能

システム提案、設計、立上げ調整まで対応可能

＊ER-1CM1NT-04を使用した場合

リーダライタ接続台数 形名
1台 ER-1CM1NT-01
2台 ER-1CM1NT-02
4台 ER-1CM1NT-04


